
製造業における
労働災害防止のイロハ

彦根労働基準監督署安全衛生課



「安全な職場」とは
どのような職場か？



危険が
ない職場



「危険」とは？
～ハザードとリスクを理解しよう～

ハザード：リスクが生じる原因となるもの，災害を起こす根源となるもの

リスク：危険状態になって発生し得る危害の発生確率とひどさの組み合わせ



原料を機械に投入する作業をしようとして原料
の包装をはがし、傍らに置いたまま操作盤の方
へ移動しようとしたところ、包装を踏んで足を
滑らせ、転倒し、足小指を骨折した。

包装

被災者

包装を
踏んだ

滑った
骨折

踏ん張れず転倒



安衛法違反が
ない職場



労働安全衛生法（安衛法）とは？

第一条 この法律は、労働基準法（昭和二
十二年法律第四十九号）と相まつて、労働
災害の防止のための危害防止基準の確立、
責任体制の明確化及び自主的活動の促進の
措置を講ずる等その防止に関する総合的計
画的な対策を推進することにより職場にお
ける労働者の安全と健康を確保するととも
に、快適な職場環境の形成を促進すること
を目的とする。



令和３年 彦根署管内 製造業
事故の型別 災害発生状況（令和３年１２月末速報値）

はさまれ・巻き込まれ

40名, 33.8％

転倒
21名15.9％

動作の反動・

無理な動作, 18

名13.6％

飛来・落下

10名7.5％

墜落・転落, 7名

5.3％

切れ・こすれ

5名3.7％

激突 5名, 3.7％

その他,26名

19.6％

物にはさまれる状態および巻き
込まれる状態でつぶされ，ねじ
られる等をいう。ひかれて巻き
込まれる場合を含む。



被災者は設備担当者で、被災日は機械の
改造工事に従事していた。

機械の裏側にある制御盤上で、機械本体
と制御盤を接続する配線用ダクト内の状況
を機械を停止させないまま確認していたと
ころ、機械の裏側にあったカウンターウエ
イトが接近していることに気づかず、ダク
トとの間に頭部をはさまれた。



被災者は、鋳造部品を自動製造する機
械の運転業務に従事していた。

鋳造装置に溶けた金属が注入される前
段階において、油圧機構により金型が閉
じ、金型の固定が行われるが、その閉じ
る金型に頭部をはさまれた。

金型の間に立ち入った理由は不明だ
が、工具が落下していた。



安衛法第二十条
事業者は、次の危険を防止するため必要な

措置を講じなければならない。

一 機械、器具その他の設備（以下「機械
等」という。）による危険

二 爆発性の物、発火性の物、引火性の物等
による危険

三 電気、熱その他のエネルギーによる危険

安衛法第二十七条
第二十条から第二十五条まで及び第二十五

条の二第一項の規定により事業者が講ずべき
措置及び前条の規定により労働者が守らなけ
ればならない事項は、厚生労働省令で定め
る。 具体的には



安衛法

労働安全衛生規則

（安衛則）

有機溶剤中毒予防規則

（有機則）

特定化学物質障害予防規則

（特化則）

粉じん障害防止規則

（粉じん則）

クレーン則 電離則 酸欠則

鉛則 ボイラー則 ほか６規則



はさまれ・巻き込まれ災害が
発生する場面とは？

①危険箇所へ身体の一部が作業者の意図に
反しあるいは無意識に接近した

②機械を停止しないまま危険箇所の清掃や
修理等の作業をした（意図的に危険箇所に接近）

③作業者が予期しないところで機械が
動いてしまった



①危険箇所へ身体の一部が
作業者の意図に反しあるいは
無意識に接近した



被災者は、布を染色する作業に従事して
いた。
布をロールに投入する際、シワがあると

染めムラができるので、布をピンと張りな
がら投入する必要がある。投入後、手を放
すのが遅れ、ロールに指を巻き込まれ骨折
した。



被災者

ロールの
かみこみ点

投入のため
手が接近

放すのが
遅れた

・急停止できなかった
・手を排出する装置がなかった

骨折



安衛則第百四十四条
事業者は、紙、布、金属箔等を通す

ロール機の労働者に危険を及ぼすおそれ
のある部分には、囲い、ガイドロール等
を設けなければならない。

「ガイドロール等」
作業者自ら操作できる急停止装置が含

まれる



被災者は、食品をコンベアで炉の中を通過
させて加熱が完了する機械の監視業務に従事
していた。

機械の前から移動しようとした時、足下が
滑り、転倒しそうになった。そこでとっさに
機械を掴んだところ、その箇所が動力伝達部
で、指をはさまれた。



安衛則第百一条（抄）
事業者は、機械の原動機、回転軸、歯

車、プーリー、ベルト等の労働者に危険
を及ぼすおそれのある部分には、覆い、
囲い、スリーブ、踏切橋等を設けなけれ
ばならない。

通路の隣接箇所な
ど、作業者が接触す
るおそれがあるなら
対象



被災者は、食品をコンベアで炉の中を通過
させて加熱が完了する機械の監視業務に従事
していた。

機械の前から移動しようとした時、足下が
滑り、転倒しそうになった。そこでとっさに
機械を掴んだところ、その箇所が動力伝達部
で、指をはさまれたもの。

（転倒を）
回避したい



②機械を停止しないまま
危険箇所の清掃や修理等の
作業をした
（意図的に危険箇所に接近）



被災者は、印刷用ロール機を使用した
印刷業務に従事していた。

印刷の図柄の変更を行う際には、一
旦、ローラーに付着しているインクを拭
き取る必要があるが、被災者はロールを
回転させたまま、ウエスをロールに押し
当て拭き取っていたところ、回転する
ロールに手を巻き込まれた。



安衛則第百七条第一項
事業者は、機械（刃部を除く。）の掃除、

給油、検査、修理又は調整の作業を行う場合
において、労働者に危険を及ぼすおそれのあ
るときは、機械の運転を停止しなければなら
ない。ただし、機械の運転中に作業を行わな
ければならない場合において、危険な箇所に
覆いを設ける等の措置を講じたときは、この
限りでない。
（第二項はまた後ほど）

「覆いを設ける等」には、十分な長さの用具を
使用することも含まれる



早く終わらせなきゃ
次の作業ができない

こうやるものだと
思っていた

安全第一なら 安全な作業のための手順が定められているはず
安全第一なら 安全な作業手順を守る時間が確保されるはず

〈



被災者は、金属部品の加工作業に従事して
いた。

機械を稼働した状態で持ち場をわずかに離
れ、戻ると切粉が蓄積していることに気づ
き、とっさに手で払おうとしたところ、刃に
手が接触した。

不良品を出すと
いけない



安衛則第百八条第一項
事業者は、機械の刃部の掃除、検査、修

理、取替え又は調整の作業を行なうときは、
機械の運転を停止しなければならない。ただ
し、機械の構造上労働者に危険を及ぼすおそ
れのないときは、この限りでない。

３ 事業者は、運転中の機械の刃部において
切粉払いをし、又は切削剤を使用するとき
は、労働者にブラシその他の適当な用具を使
用させなければならない。



③作業者が予期しないところで
機械が動いてしまった



被災者は、他の作業者１名と、トラブルが
発生した機械の調整作業を行っていた。機械
は停止させていた。

機械内部に動力による可動部分があった
が、被災者は作業位置上の必要性から、機械
内部の可動範囲に片足を入れた姿勢にて作業
を行っていた。

機械の反対側で別の作業を行っていた作業
者が、被災者が可動部に足を入れていること
に気付かず機械を作動させたところ、被災者
の足があった部分も作動し、はさまれた。

非定常作業



安衛則第百七条第二項
事業者は、前項の規定により機械の運転

を停止したときは、当該機械の起動装置に
錠を掛け、当該機械の起動装置に表示板を
取り付ける等同項の作業に従事する労働者
以外の者が当該機械を運転することを防止
するための措置を講じなければならない。

・監視人を配置し，作業を行っている間に機
械の起動装置を操作させないように措置を講
じる
・起動装置の操作盤全体に鍵をかける



安衛則第百四条第一項
事業者は、機械の運転を開始する場合

において、労働者に危険を及ぼすおそれ
のあるときは、一定の合図を定め、合図
をする者を指名して、関係労働者に対し
合図を行なわせなければならない。

動力源に関係のある作業範囲における
すべての労働者が対象



第百四条第一項
事業者は、機械の運転を開始する場合

において、労働者に危険を及ぼすおそれ
のあるときは、一定の合図を定め、合図
をする者を指名して、関係労働者に対し
合図を行なわせなければならない。

会社として遵守させなければならない／
遵守してほしい事項を
労働者は全て守る？



遵守事項を守らせるには？

ネガティブ

・叱る

・ペナルティ

・競わせる

・恐怖（我がこと意識）

・強制する

ポジティブ

・ほめる

・報酬

・競わせる

・快感（コミット）

・任せる

教育 可視化 反復



ナッジ理論

nudge
注意を引くために・合図するために肘で人を

軽く突く

リチャード・セイラー教授（シカゴ大）ら

「選択を禁じることも経済的なインセンティブ
を大きく変えることもなく人々の行動を予測可
能な形で変える選択アーキテクチャーのあらゆ
る要素」で社会の厚生を高められるという理論



DJポリス

納税通知書

便器のハエ



合理的な行動をするとは
限らない

•ざっくりと物事を掴んで直感的に行動に移
す（ヒューリスリック）

•変えたら良くなるかもしれないのに変えない
ことを重視する（現状維持バイアス）

•多数派がとる行動に同調する（群集心理）

•特定のことが起きる確率を主観で歪めてしま
う（ギャンブラーの誤謬）



安衛則第百十一条
事業者は、ボール盤、面取り盤等の回転する

刃物に作業中の労働者の手が巻き込まれるおそ
れのあるときは、当該労働者に手袋を使用させ
てはならない。

危ないのは知ってるけど
今まで大丈夫だったから

また大丈夫

「ギャンブラーの誤謬」の例



手袋を外すのを
思い出して
よかった

手袋禁止 可視化



手袋を外すのが
面倒くさいな
意味あるの？

手袋禁止 教育
の失敗

反復 が必要



実際にケガするんだな
ケガしたくないから

手袋を外そう

手袋禁止
骨折の危険







ナッジのヒント

①望ましい行動が何かを明確にする

②望ましい行動を妨害している原因（スラッジ）を

究明する

③人の習性や感情を深く考え利用する

④人の動き（手の運びや動線）をよく観察する

⑤誘導したい相手がまだ見出せていない価値を考える

大してお金をかけたり釣ったりしなくても
また強制することをせずとも

相手に気づかれないまま 仕掛けでもって
望ましい行動をさせることができる





安衛法を守ったら
労働災害はなくせる？

人柱条文



安衛則第五百八十八条（抄）
【騒音の作業環境測定の法的実施義務のある屋内作業場】

一 鋲打ち機、はつり機、鋳物の型込機等圧縮空気により駆動され
る機械又は器具を取り扱う業務を行なう屋内作業場
二 ロール機、圧延機等による金属の圧延、伸線、ひずみ取り又は
板曲げの業務（液体プレスによるひずみ取り及び板曲げ並びにダイ
スによる線引きの業務を除く。）を行なう屋内作業場
三 動力により駆動されるハンマーを用いる金属の鍛造又は成型の
業務を行なう屋内作業場
四 タンブラーによる金属製品の研ま又は砂落しの業務を行なう屋
内作業場
五 動力によりチエーン等を用いてドラムかんを洗浄する業務を行
なう屋内作業場
六 ドラムバーカーにより、木材を削皮する業務を行なう屋内作業
場
七 チツパーによりチツプする業務を行なう屋内作業場
八 多筒抄紙機により紙を抄く業務を行なう屋内作業場



(１)  インパクトレンチ、ナットランナー、電動ドライバー等を用い、ボル
ト、ナット等の締め付け、取り外しの業務を行う作業場
(２)  ショットブラストにより金属の研磨の業務を行う作業場
(３)  携帯用研削盤、ベルトグラインダー、チッピングハンマー等を用いて
金属の表面の研削又は研磨の業務を行う作業場
(４)  動力プレス（油圧プレス及びプレスブレーキを除く。）により、鋼板
の曲げ、絞り、せん断等の業務を行う作業場
(５)  シャーにより、鋼板を連続的に切断する業務を行う作業場
(６)  動力により鋼線を切断し、くぎ、ボルト等の連続的な製造の業務を行
う作業場
(７)  金属を溶解し、鋳鉄製品、合金製品等の成型の業務を行う作業場
(８)  高圧酸素ガスにより、鋼材の溶断の業務を行う作業場
(９)  鋼材、金属製品等のロール搬送等の業務を行う作業場
(10)  乾燥したガラス原料を振動フィーダーで搬送する業務を行う作業場

騒音障害防止のための〇〇〇〇〇〇（抄）



(11)  鋼管をスキッド上で検査する業務を行う作業場
(12)  動力巻取機により、鋼板、線材を巻き取る業務を行う作業場
(13)  ハンマーを用いて金属の打撃又は成型の業務を行う作業場
(14)  圧縮空気を用いて溶融金属を吹き付ける業務を行う作業場
(15)  ガスバーナーにより金属表面のキズを取る業務を行う作業場
(16)  丸のこ盤を用いて金属を切断する業務を行う作業場
(17)  内燃機関の製造工場又は修理工場で、内燃機関の試運転の業務を行う作
業場
(18)  動力により駆動する回転砥石を用いて、のこ歯を目立てする業務を行う
作業場
(19)  衝撃式造形機を用いて砂型を造形する業務を行う作業場
(20)  コンクリートパネル等を製造する工程において、テーブルバイブレータ
により締め固めの業務を行う作業場
(21)  振動式型ばらし機を用いて砂型より鋳物を取り出す業務を行う作業場
(22)  動力によりガスケットをはく離する業務を行う作業場
(23)  びん、ブリキかん等の製造、充てん、冷却、ラベル表示、洗浄等の業務
を行う作業場
(24)  射出成型機を用いてプラスチックの押出し、切断の業務を行う作業場



(25)  プラスチック原料等を動力により混合する業務を行う作業場
(26)  みそ製造工程において動力機械により大豆の選別の業務を行う作業場
(27)  ロール機を用いてゴムを練る業務を行う作業場
(28)  ゴムホースを製造する工程において、ホース内の内紙を編上機により編
み上げる業務を行う作業場
(29)織機を用いてガラス繊維等原糸を織布する業務を行う作業場
(30)  ダブルツインスター等高速回転の機械を用いて、ねん糸又は加工糸の製
造の業務を行う作業場
(31)  カップ成型機により、紙カップを成型する業務を行う作業場
(32)  モノタイプ、キャスター等を用いて、活字の鋳造の業務を行う作業場
(33)  コルゲータマシンによりダンボール製造の業務を行う作業場
(34)  動力により、原紙、ダンボール紙等の連続的な折り曲げ又は切断の業務
を行う作業場
(35)高速輪転機により印刷の業務を行う作業場
(36)  高圧水により鋼管の検査の業務を行う作業場
(37)  高圧リムーバを用いてＩＣパッケッージのバリ取りの業務を行う作業場
(38)  圧縮空気を吹き付けることにより、物の選別、取出し、はく離、乾燥等
の業務を行う作業場



(39)乾燥設備を使用する業務を行う作業場
(40) 電気炉、ボイラー又はエアコンプレッサーの運転業務を行う作業場
(41)  ディーゼルエンジンにより発電の業務を行う作業場
(42)  多数の機械を集中して使用することにより製造、加工又は搬送の業務
を行う作業場
(43)  岩石又は鉱物を動力により破砕し、又は粉砕する業務を行う作業場
(44)  振動式スクリーンを用いて、土石をふるい分ける業務を行う作業場
(45)  裁断機により石材を裁断する業務を行う作業場
(46)  車両系建設機械を用いて掘削又は積込みの業務を行う坑内の作業場
(47)  さく岩機、コーキングハンマ、スケーリングハンマ、コンクリートブ
レーカ等圧縮空気により駆動される手持動力工具を取り扱う業務を行う作
業場
(48)  コンクリートカッタを用いて道路舗装のアスファルト等を切断する業
務を行う作業場
(49)  チェーンソー又は刈払機を用いて立木の伐採、草木の刈払い等の業務
を行う作業場
(50)  丸のこ盤、帯のこ盤等木材加工用機械を用いて木材を切断する業務を
行う作業場
(51)  水圧バーカー又はヘッドバーカーにより、木材を削皮する業務を行う
作業場



(52)  空港の駐機場所において、航空機への指示誘導、給油、荷物の積込み
等の業務を行う作業場

騒音障害防止のためのガイドライン（抄）

各種の測定結果から等価騒音レベルで85ｄ
Ｂ(A)以上になる可能性が大きい作業場を掲げ
たものである。
なお、これらに掲げられていない作業場で

あっても、騒音レベルが高いと思われる場合
には、本ガイドラインと同様な騒音障害防止
対策を講ずることが望ましい。

作業環境測定 健康診断教育
【作業環境管理】 【作業管理】 【健康管理】



【第Ⅰ管理区分】
作業環境の継続的維持に努める
【第Ⅱ管理区分】
①区分された場所を標識によって明示する
②施設、設備、作業工程又は作業方法の点検を行
い、作業環境を改善するため必要な措置を講じ、第Ⅰ
管理区分となるよう努める
③騒音作業に従事する労働者に対し、必要に応じ、
防音保護具を使用させる
【第III管理区分】
①と②は管理区分Ⅱ同じ
③騒音作業に従事する労働者に防音保護具を使用させ
るとともに、防音保護具の使用について、作業中の労
働者の見やすい場所に掲示する



労働安全衛生対策の優先順位



ハザードをなくす

ハザードと人の接触を物理的に
なくして危険状態にしない

ルールを守らせて危険事象に至らせない
回避可能性を上げる

危害発生の程度を弱める

ここまで！



はさまれ・巻き込まれ災害
防止の合言葉

その１ 入るのを止めよう！

その２ 入るなら止めよう！

隔離の原則：カバー等で危険箇所に身体の一部が入らないように

停止の原則：やむを得ず危険箇所に身体の一部が入るなら機械を停止





データ出所：「外国人雇用状況 」 の届出状況 まとめ （令和 ２ 年 1 0 月末現在）



日本全体だと
死亡者 802人のうち
製造業 136人





0.25％ 0.47％
48万2002人のうち2273人

日本の製造業全体 製造業の外国人労働者

1045万人のうち2万5675人

（※）

（※）総務省「労働力調査」



③ ②①

②5094 ①6209 ③2320



機械を停止
しなければ
ならない

表示板を取り
付けなくては
ならない

合図をさせなけ
ればならない

日本語が母語でない人へ
どのように伝えて守らせよう？



可視化



教育 反復



① 一文を短くして、文の構造を簡単にする。
② 難しい言葉を避け、簡単な言葉を使う。
③ よく使われる言葉や知っておいたほうがよいと思われる
言葉はそのまま使うが、その言葉の意味を補足する。

④ 外来語（カタカナ語）はなるべく使わない。使うときは
注意する。
⑤ 動詞を名詞化したものでなく動詞文にする。
⑥ あいまいな表現は避ける。
⑦ 二重否定の表現は避ける。
⑧ 時間や年月日を外国人にも伝わる表記にする。
⑨ 漢字の使用量に注意し、全ての漢字にふりがなをふる。
⑩ 文節ごとに余白を空けて区切り、言葉のまとまりを認識
しやすくする。
⑪ 絵、写真、図表などを使って分かりやすくする。

やさしい日本語のノウハウ



製品切り替え時にはロールの拭き取り清掃を行うが，この時，
機械を停止の上，表示板を操作スイッチに取り付けることとし，
再稼働時には周辺労働者へブザーにより合図を行うこと。

やさしい日本語にしてみよう

作る物が変わるときは，ロールを拭いて，きれいにします。
拭くときは，機械を止めてください。
そして，これを，このスイッチにつけてください。
（☝実物や図を指し示しながら）

これは，機械を止めていることをまわりの人に伝えるものです。
拭くのが終わって機械を動かすときは，ブザーを鳴らします。
その理由は，まわりの人に機械が動くことを知らせるためです。



〈訪問支援やご相談対応〉



Q あなたが目指す「安全な職場」とはどのような職場ですか？
（ ）

Q あなたの会社は安衛法を守っていますか？

はい ・ いいえ

Q あなたの会社の労働者が安衛法を守れる環境にありますか？

はい ・ いいえ

Q あなたの会社は安衛法さえ守ればいいという会社ですか？

はい ・ いいえ



Q あなたの会社の安全衛生管理は持続可能ですか？

はい ・ いいえ



団塊ジュニア世代
の介護離職や
定年退職、転勤

労働力人口減少
外国人労働者の

増加

非正規労働者の
割合増加


